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においても短編が大きく取り上げられているのは，DanielFuchs, Saul Bellow: Vision and Revision




　“The Old System”は 1967 年に出版されている。Bellow の作家としての生涯を考えてみる
ときこの時期は中期に当たり，作家として最盛期を迎えようとしている時期と重なる。その
前後の作品を見ると長編では，1959 年に Henderson the Rain King，1964 年に Herzog，出版後
の 1970 年に Mr.Sammler’s Planet があり，短編では，1955 年に“A-Father-to-be”，1957 年に
“Leaving the Yellow House”，そして翌年の 1968 年に“Mosby’s Memoirs”となっている。“The 
Old System”は，直後に出版された作品よりも 10 年前に書かれた Henderson the Rain King や
“Leaving the Yellow House”と対照的な形ではあるが密接な関係にある作品というのが大方の
批評となっている。身近に相次いで現れた死の兆候から逃れるため，生命力あふれるアフリカ
へと生を求めて旅立った Henderson。晩年を迎え迫り来る死を意識しながらもまだ受け入れる
覚悟ができない“Leaving the Yellow House”の Hattie。この 2 つの作品にみられた生と死のテー
マは，“The Old System”に色濃く受け継がれているのである。
生と死の物語




また，“The Old System”の翌年に書かれた“Mosby’s Memoirs”では主人公の Mosby に，「も
う一度奇妙で複雑な幻想を体験していた。そこでは彼は死んでいた。そう死んでしまっていた
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執着し生き続けることを選択している。
　さて，“The Old System”では，冒頭に語り手である Braun 博士が登場する。彼は人生の晩年
を思わせる 12 月の末日に，今は亡き二人のいとこ，すなわち主要登場人物である Isaac Braun






















る。妹とは絶縁関係にあった Isaac は，弟の Mutt を介して長年自分に対して憎しみを抱き続け
てきた Tina に面会を求めるが，憎悪を理由に断られる。それでも兄として面会を求め続ける
と「どうしても会いたいなら 2 万ドル支払う」ように要求される。
　不条理とも言える Tina の要求を受け入れて死の床にいる妹を見舞う Isaac は，Tina よりも年
長であるにもかかわらず，まだ自分の死を意識していない。「妹の死の床へとゆっくり昇って
いく」(78) 病院のエレベータでも，一緒に乗り合わせた黒人の美女に我知らず目を奪われるほ
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川を元に戻すには 50 年かかる」(70) 状態であった。ハドソン川は現在も浄化への真摯な取組
が続いているが，この作品が書かれた 1960 年代，ハドソン川の汚染が問題となっていた。GE
が 1947 年から排出し続けていた PCB 汚染をはじめ生活排水や産業排水等で水質が著しく悪化
しており，1966 年にはその指摘を受けて，Seeger 等による Hudson River Sloop Clearwater が設
立され，70 年代になると 72 年に Clean Water Act が制定され，76 年には川での漁業やレクレー
ションの規制がなされ，77 年には PCB が禁止されるなど一連の河川浄化の動きが見られるこ
とになる。
　確かに Tina とハドソン川は直接結びつきがあるわけではない。しかし，物語の中では Tina














　Braun は回復後，今度は Isaac が婚約者のクララと親密な抱擁を交わしている現場を目にする。
その後二人についていこうとするが追い払われ，Isaac に殴りかかるが，逆に押さえつけられ
ると言うエピソードが続く。少年だった Braun の性への覚醒と Tina の性の欲求という人間と
－ 156 －
富山大学人文学部紀要
7 － 157 －







Braun 博士と Isaac，Tina の青春時代の生に満ちあふれたエピソードと重ね合わせて描写され，
それとは対照的にヘドロが沈着しほとんど死の川と化したハドソン川と，癌に全身を冒されて
死を待つばかりの Tina がオーバーラップしているのである。
　Isaac が喩えられたみさごは，猛禽類に属し羽を広げると 1.8 メートル近くにもなるという。
1950 年代には，DDT などの化学物質汚染によって北アメリカで個体数が減少し，絶滅の危機
にさらされた。その後，DDT 等が使用禁止になり数は著しく回復したが，依然として個体数













といわれている。“Henderson the Rain King”，“Leaving the Yellow House”の中で，Henderson と
Hattie という WASP を主人公に描いた Bellow であったが，この点において Isaac を家長とする
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ターを建てる計画を立てて買収用地であるロブスタン・カントリー・クラブを会長で異教徒の
Ilkington から 10 万ドルで買い取る際に，Isaac は，硫黄島で負傷し電気製品の商売をしている
Mutt，公認会計士の Aaron という二人の弟に加え，Tina の夫で古物店を営んでいる Fenster を
仲間に入れようとした。無論のこと，家族の長としてその交渉や重責を一人で担うつもりであっ
た。
















る。「Isaac の正統派的信仰は，富と共に募るのみだった」(55) とあるように成功を収めた Isaac












9 － 159 －
Saul Bellow の短編を読む―“The Old System”













　この Isaac のますます旧式すなわち“the old system”に偏ろうとしていた殻を破らせたのが，










そもそもの発端となった取引の際に，異教徒である Ilkington を信用して 10 万ドル支払ったの
であれば，2 万ドルを Tina にやれる余裕があるのなら，折れて妹に金を渡すようアドバイス
する。それを聞いた Isaac は，「これまでずっと，あの金額を払わねばならぬとわかってはいた。
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　それでは Tina の方はどうであろうか。彼女は子供の時から Isaac を嫌悪しているが，とりわ
け彼の「正統派的卑屈な態度が大嫌い」(66) と公言している。死を間近に控えた妹に会いたい












　Isaac はかつて，10 歳の Braun に対して，「Braun 家はナフタリの種族の子孫であり，そのこ
とを忘れないように」(66) と言っている。ナフタリとは旧約聖書「創世記」に登場するヤコブ
の第 6 子で，ラケルの女奴隷ビルハとの間に生まれた子であり，ヘブライ語で「我が戦い」を
意味する。“The Old System”は，Isaac と Tina の愛憎関係を中心に話が展開しているが，ナフ
タリの子孫であることを証明するかのように，彼らの両親も含め Braun 一族は激しい感情の対
立をうちに秘めていた。
　Braun 博士は，Isaac の父である Braun 叔父が，妻である Rosa に怒ったまま「最後の息で彼
－ 160 －
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　Isaac の 母 の Rosa と 妹 の Tina は，Cronin 氏 が 定 義 づ け る と こ ろ の“dreadful mothers, 











況を創り出し」(69) どうしても会いたいなら 2 万ドル支払うように要求したと Braun 博士は分
析している。その行為は，「嘲笑のフィードバック」(69) と補足されており，憎み続けてきた
兄に対する嘲りだけでなく，自嘲の意味も含まれているのである。
　Isaac は，妹に 2 万ドルを渡すことは，妹に対して罪を認めることであり，妹の意図もまさ
にそこにあるのだと考え思い悩んでいたのだが，いったん彼女に 2 万ドル―その 2 万ドルとい









ではないの ｡ これは要らないわ，ママの指輪を受け取ってちょうだい」(80) と言いながらやせ
－ 160 －
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　“Kiernan は，Braun 博士が，” the old system”に「なぐさめ」を見いだしていたと述べている
が，なぐさめ以上のものがありそうである。新しい時代に適合するために，“the old system”
から脱却しないといけない部分も当然あるが，感情というユダヤ民族を特徴付けるとも言え


















3 － 163 －
Saul Bellow の短編を読む―“The Old System”
参考文献
Bellow, Saul.  Mosby’s Memoirs and Other Stories. 1969. New York: Penguin Books, 1977.
Bloom, Harold, ed. Saul Bellow’s Herzog.Modern Critical Interpretations. New York: Chelsea House 
Publishers, 1988.
Dutton, Robert R. Saul Bellow Revised Edition. Boston: Twayne Publishers, 1982.
Fuchs, Daniel. Saul Bellow: Vision and Revision. Durham: Duke University Press, 1984.
Glenday, Michael K. Saul Bellow and the Decline of Humanism. London: Macmillan, 1990.
Kiernan, Robert F. Saul Bellow. New York: A Frederick Ungar Book, 1989.
Rodrigues, Eusebio L. Quest for the Human: An Exploration of Saul Bellow’s Fiction. Lewisburg: 
Bucknell University Press, 1981.
渋谷雄三郎，『ベロー　―回心の奇跡』冬樹社，1978.
半田拓也監修，日本ソール・ベロ―協会編集『ソール・ベロ―研究―人間像と生き方の探求』大阪教育図書，
2007.
